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令和８年度の取組について 

１．心のバリアフリー等の推進 

基本計画では、心のバリアフリー等のソフト施策等の推進により、市内のバリアフリー化のボトムアッ

プを図ることとしています。 

 

⑴ 心のバリアフリーについて 

 心のバリアフリーとは、様々な心身の特性や考え方を持つ全ての人々が、相互に理解を深めようとコ

ミュニケーションを取り、支え合うことです。社会にある様々なバリアを取り除くためには、心のバリアフリ

ーを実践することが重要です。また、心のバリアフリーの実践にあたってのポイントは、以下の 3 つとされ

ています。 

 ア 「障害の社会モデル」を理解すること。 

 イ 障害のある人（とその家族）への差別を行わないこと。 

 ウ 自分とはちがういろいろな人たちとコミュニケーションを取り、すべての人の困りごとや痛みを想像し

て共感すること。 

 

なお、「障害の社会モデル」とは、障害は、立って歩けない、目が見えないなどの個人の心身機能

が原因であるという考え方（医学モデル）ではなく、障害は、多様な人のことを考えずに作られた社

会の仕組みに原因があるという考え方のことです。 

図 国土交通省「障害の社会モデル」に関するチラシ（2025 年度） 
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⑵ 令和８年度の実施内容 

ア 心のバリアフリーに関する意見交換 

    各委員が所属団体・事業所の活動状況などを報告し、その内容について意見交換を行います。

協議会において相互理解を深めた上で、意見交換の内容を含めて市民に発信することで、心の

バリアフリーの推進につなげていきます。（本日の議事⑶ 意見交換用シートの結果について） 

 

 

 

イ 心のバリアフリーの取組の公表 

上記の取組内容のほか、特定事業計画進捗や心のバリアフリーの取組についてホームページ

等で公表します。 

 

 



3 
 

２．特定事業計画の推進 

⑴ 令和７年度の実施内容 

まち歩きワークショップを行い、バリアフリーに関する意識の共有や課題を抽出しました。 

実施目的 
府中市バリアフリー基本計画に定めた特定事業等の推進のため、市民参加に

よる現地確認・意見交換を行う 

実施時期 

実施場所 

・時期：令和７年７月１４日（月曜日）１０時から１２時まで 

・場所：平和通り（基本計画１５７ページ） 

実施結果 

➢ 視覚障害者誘導用ブロックの整備などバリアフリー化に係る現地確認を実

施し、当事者意見を収集しました。 

➢ 平和通り歩道改良工事における視覚障害者誘導ブロックの更新や、歩道

構造の改善にあたり、まち歩き意見を整備に反映しました。（詳細は参考

資料１参照） 

✓ 視覚障害者誘導用ブロックの更新について、敷地境界から 60 ㎝程度の位置に連続設置し、

不要な曲がりなどは解消。マンホール上も途切れないように留意。 

✓ 歩道構造の改善について、植栽帯に近い部分の歩道を切り下げ、歩道の横断勾配を１％程

度に改善。 

 

図 まち歩きワークショップの写真 

 

⑵ 令和８年度の実施内容 

昨年度のまち歩きは、特定事業への当事者意見反映や市民参加機会の確保に一定の効果があ

ったことから、今年度についても、大規模な補修等が予定されており、施設管理者の協力を得られる

箇所を対象として、まち歩きワークショップを実施します。 

今年度は、本市のシンボルであり、第７次府中市総合計画後期基本計画において、多様な人々

が憩い、交流する空間として機能することがめざされている「けやき並木通り」において、令和８年度か

ら歩道補修事業が予定されていることから、「けやき並木通り」を対象として実施します。（※詳細は

資料３参照） 
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３．基本計画等の周知 

⑴ 令和７年度の実施内容 

  昨年度には、基本計画や心のバリアフリー等の周知・啓発のため、「第４５回福祉まつり」に出展し、

基本計画の概要や配慮事項、心のバリアフリーに関するパネルを展示しました。 

 

図 第 45回福祉まつりの写真 

 

⑵ 令和８年度の実施内容 

昨年度の福祉まつりは、基本計画や心のバリアフリーの一般市民に対する周知機会としては一定の

効果があったことから、今年度についても、引き続き福祉まつりに出展します。 

 

   ア 福祉まつりへの出展 

実施目的 
基本計画や心のバリアフリー等の内容について、市民等に広く周知・啓発を図る

ことで、バリアフリーに関する意識の定着を目指す。 

実施時期・ 

実施場所 

・時期：令和８年１０月４日（日曜日）（予定） 

・場所：福祉まつり（けやき並木通り、府中駅南口ペデストリアンデッキ） 

実施内容 

基本計画や心のバリアフリー等に関するパネルを展示するとともに、参加者へのア

ンケート調査による意見収集を行います。 

※前回実施時のアンケート回答数１２件から増加を目指します。 

   

実施目的 
基本計画や心のバリアフリー等の内容について、市民等に広く周知・啓発を図る

ことで、バリアフリーに関する意識の定着を目指す。 

実施時期 

実施場所 

・時期：令和７年１０月１９日（土曜日） 

・場所：福祉まつり（けやき並木通り、府中駅南口ペデストリアンデッキ） 

実施結果 

➢ ７３名の方にお立ち寄りいただき、展示を見たり、クイズを体験していただき

ました。 

➢ 府中市の取組や考え方に関する理解度についてアンケート調査を行い、 

１２名の方々から回答を頂きました。 


